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校内の献血協力者数を増やすためには？



<テーマ設定理由>
2022年7月8日に安倍元首相が襲撃された｡その際､安倍元首相が搬送された奈良

医科大学病院の会見で「100単位(20L)の輸血を行った」という情報を得

た。私は以前に新型コロナウイルスの流行によって献血者が減少しているという

話を聞いたことを思い出し､少ない献血量でも輸血は必要な人に十分行き届いてい

るのかという疑問が生まれたから。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

<予備調査>
日本赤十字センターHPやアンケートをして調査する。

<実現したいこと>
献血が活発になり輸血の必要なすべての人を救える未来。



献血ってなに？



ー献血とは？ー

・輸血を必要としている人を救うために

健康な人が自らの血液を無償で提供する

ボランティアのこと。

・血液は製造や長期保存ができない｡

・献血に参加するには条件がある。

例)年齢や体重､健康状態など



日本赤十字社ホームページより引用



実際に行った取り組み

校内の献血協力者数を増やすために







https://docs.google.com/file/d/1kk-Sipc1YGzL2nI1FDlllHH7R_C3mseJ/preview


本年度献血協力者数







なぜ協力者数を増やせなかった？



＜仮説＞

みんなの思う献血に対する「なぜ」を解決できなかった。

コロナウイルスの影響で思うように計画していた取り組みができなかった。

＜新たな取り組み＞

献血参加対象年齢の2年生に献血活動の感想についてアンケートを行う

○検証・結果をもとに、今からできる対応策を考察する。





◯応募した
　・人の役に立ちたいと思った
　・自分の血液型が知りたい
　・参加品がもらえるから

◯応募しなかった
　・条件対象外、健康上問題
　・手順がわからず不安
　・部活に参加できなくなる
　・申し込みを忘れた、面倒



高北で献血協力者数を増やすために



・献血についての情報周知を徹底する。

➔献血そのものや手順など

・申込み期間の献血普及活動をより盛んに行う。

➔校内放送やHRでの呼びかけ

・部活や体調面の配慮についての再検討。

➔参加者の健康状態を考慮した
練習メニューを共有しておく。



ご清聴ありがとうございました。


